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○=休診日 ★=診療時間変更 

                    『戦争』             院長メモ 

 

米国滞在時、地元の小学校に通っていた息

子が帰宅して言った。「イスラエルから来た子

に、お前は日本人なのに学校の決まりとはい

え、毎朝胸に手を当ててアメリカ国歌を歌うの

はおかしい。僕みたいに机の下で手を握って

下を向いていろ。と言われた。」と。 

私の研究グループは放射線治療技術の研究

がテーマであったが、米国人のボス以下、イ

ンド人、韓国人、シンガポール人、香港人と私

の計６人だった。あるミーティングの後、ボスが居なくなるや否や、インド人が部屋の鍵

を掛けて真顔で言った。「我々の国が力を合せれば米国を上回る核装備が簡単に出

来る。」と。 

戦争体験があった私の父は私が生まれた頃“もし、徴兵になるようなことがあったら息

子の変わりに俺が行く。”と常々母に言っていたらしい。 

戦争をするという事は、人を殺せということである。自分も含めて家族も傷つき、血を流

すという事である。少なくとも、外国では子供から大人までそう考えている。 

政治家は世の大事を決める立場にはあるが、よほどの覚悟が無ければ憲法改正を論

ずる資格はない。 
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検 索 ゆとりが丘クリニック 

` 

岩手医大－岩手西北医師会による在宅ボックス事業とは？ 	
 

平成 28 年 4 月から、岩手医科大

学附属病院と岩手西北医師会の協

力による『在宅医療介護連携推進

事業』を開始しております。	
 

	
 これは岩手医大付属病院に入院

中で、「退院後は自宅での療養を

考えている」、「すぐに自宅に戻る

のは不安なので、転院または施設

でリハビリした後に自宅に戻りた

い」など、自宅（在宅）での療養

を視野に入れている患者様に対し、早期から自宅療養にむけた医療・介護両面で

の介入を開始し、円滑に在宅生活に移行できることを目的としています。	
 

①	
 滝沢市、北盛岡および雫石町に及ぶ行政区を超えた在宅医療システムです。	
 

②	
 往診を専門としない複数の一般開業医が連携します。	
 

③	
 地域の病院が、岩手医大退院後の入院等の支援をします。	
 

④	
 地域のケアマネージャーが中心となり、患者さんと医療職及び介護職との	
 

調整を行います。	
 

⑤	
 滝沢市が行政の立場からも、協議会運営に参加しています。	
 

 

  情報誌 より 

連携センターの片隅で

「あんな家でもね、やっぱり帰りたいんだよ。」病院や

施設ではこのような言葉をたくさん聞いてきました。	
 

一方でご家族からは「家で見ることはちょっと考えら

れないな～。」とか、「いつ悪くなるか心配だからいつ

も医師のいる病院でお世話になりたいです。」などと、

いつ起こるかわからない不安や心配が自宅への退院を

阻害します。	
 

私達は、自宅への退院時期を逃さないよう、「家で暮ら

せてよかった。」と後悔のない選択をしていただけるよ

うお手伝いしたいと考えています。	
 

自宅での療養を少しでも考えている滝沢市周辺の患者

様がいらっしゃいましたら、お気軽にお声がけくださ

い。自宅での生活に向け、医療・介護両面からサポー

トいたします。	
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